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鉄道事業における建設工事プロジェクトでは，工事の進捗に伴い，幾度も情報の交換を重ねていくが，

それらのために多くの時間と労力がかかっているという課題がある．特に工事施工段階では，構造物の品

質管理を目的とした検査を毎日実施するため，検査およびそれに伴うデータの集約に多くの時間を費やし

ており，効率的な検査およびデータ管理手法の導入が求められている．そこで，計画段階に付与した構造

物のIDを用いて，品質管理業務とデータ管理を行うツールを開発した．現場での試験を行った結果，検査

業務とその後のデータの管理が効率的になること，構造物の情報が現場で瞬時にわかること，設計～施工

段階を跨いだ情報連携へと繋がることを示した． 
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1. はじめに 

 

鉄道建設工事では，建設生産システムの上流（企画・

計画段階）から下流（維持管理段階）に至る各段階で，

幾度も情報の交換を重ねながらプロジェクトを進捗させ

ていくが，多大な量の情報を作成するため，時間と労力

がかかるという課題がある．その原因のひとつとして，

情報の交換は，紙媒体の図面や台帳を中心に行われるた

め，情報交換の場面やニーズに応じて，データや図面の

加工・編集作業を繰り返すことが挙げられる．作業の効

率化を図っていくためには，情報の電子化と情報の蓄

積・交換手法に新たな仕組みを導入することが必要であ

る．そこで，情報の一元的な管理のための3次元情報共

有プラットフォームとプロダクトモデルに付与したID

（identifier）を活用して品質管理業務を効率化するツー

ルについて検討を行った．本編では後者を中心に述べる． 

 

 

2. 情報共有プラットフォーム 

 

情報共有プラットフォームは，図-1に概略イメージを

表すように，プロジェクトの情報を一元化した上で，業

務プロセス段階を跨いだ複数の関係者間での利用を可能

とするもので，これにより情報の蓄積と交換を効率的に

する．また，構造物の情報を3 次元モデルにより視覚化

したものとデータベース（以下，DB）の連携を図るこ

とで，視覚的に情報を把握することが可能となり，理解

力の向上と手戻りの減少が期待される．  

この仕組みを実現するためには，情報を蓄積する媒体，

情報を記録させる媒体，情報を視覚化する媒体，業務プ

ロセス段階を跨いで情報を交換する媒体の整備が必要で，

情報交換のためのツールとして，構造物情報管理支援ツ

ールを開発し，併せて情報蓄積のためのサーバと視覚化

のためのプロダクトモデルを導入した． 
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図-1 新たな情報交換の仕組み 
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3.  構造物情報管理支援ツール 

 

（1） 品質管理業務について 

工事施工段階では，発注者側の監督者は原則として毎

日現場の巡回を行い，構造物の施工状況と出来形の確認

を行っている．これは品質管理業務と呼ばれている． 

出来形の管理手順は，まず，施工者が設計図面をもと

に検査記録簿を作成する．次に，現場で構造物の寸法や

形状を確認し，その結果を検査記録簿に記入した後，規

格値を満たしているかチェックを行う．そして，発注者

側の監督者が施工者の事前の測定値をもとに立会い確認

検査を行う．最後に，一連のこれらの測定記録を紙媒体

の報告書として整理するために書き写す．この作業を工

事の進捗に応じたブロックごとに何度も繰り返し行う． 

この過程において，検査対象構造物の取り違え，検査

記録簿の記入欄の間違い，測定値の誤記入といった事象

が発生しているため，見誤り，勘違い，書き間違いとい

ったヒューマンエラーを減らすためには読み書きをする

機会を減らすことと自動的な処理の仕組みを導入するこ

とが望ましい． 

そこで，自動認識技術に着目し，同技術の持つ個体識

別特性を活用することにより，一意での対象物特定が可

能になり，また，追記特性により容易にデータの更新が

可能になると考え，自動認識技術のひとつであるICタグ

と携帯式端末を用い，品質管理業務を支援する構造物情

報管理支援ツール（以下，本ツール）の開発を行うこと

にした． 

 

（2） 情報管理支援ツールの概要 

本ツールの概念は，図-2に示すように，構造物に付与

したID（ここでは，高架構造物の1ブロックに「A1」と

いうIDを付けた）をもとに，設計段階で作成した

「A1」のプロダクトモデルの属性情報を構造物に取り

付けたICタグを通して，施工・維持管理段階の情報を逐

次追加・更新するツールであり，かつ施工段階の品質管

理業務，維持管理段階の点検業務を支援し，業務の効率

化を可能にするものである． 

ツールは，ICタグと携帯式端末，DBサーバ，および

通信回線で構成され，r/w （reader / writer：読み取り/書き

込み）にはNFC（Near field communication）のものを用い

ている．設計段階で構造物の任意の単位（例えば，コン

クリートの打設単位とした場合，図-3に示す構造物では，

打ち継目で分けた3つのブロック）ごとに付与した各ID

に応じたデータを収納するDBを構築し，DBとの紐付け

を行ったIC タグを施工段階において構造物に設置する．

このIC タグを r/wにより認識すると，携帯式端末にその

IDに関する構造物情報が呼び出され，設計情報の参照や

品質管理記録や維持管理記録の登録が可能となる． 

従来の品質管理業務では，出来形の確認検査を実施す

る段階，出来形管理記録を報告書として整理する段階，

および施工者から発注者に提出された報告書の内容を確

認する段階において多くの時間を要している．また，プ

ロジェクトを通して提出される報告書の量が膨大となる

ため，その保管場所が嵩むことや書類の検索に手間取る

ことが問題となっていた．そのため，本ツールでは，出

来形の確認検査における閾値判定の自動化，検査結果デ

ータを報告書として監督員へそのまま提出できるワーク

フローシステムの導入により，処理の迅速化を図るとと

もに，報告書のDB化により保管上の課題を解消した． 

ICタグを用いて，情報管理を効率化する取り組みは従

来から多くなされている1)―5)が，本研究は将来的に構造

物を所有する工事の発注者が，情報共有基盤を整備・管

理し，調査・計画段階から維持管理段階まで一貫して，

その基盤を通して受発注者を含めた関係者間での情報の

共有・活用を行うことを目標として，情報蓄積，情報交

換を行うためのツールを開発するものである．また，現

地構造物に設置したICタグを通じて，構造物の情報を取

得できる手法のため，工事施工段階では設計の趣旨を知

り，維持管理段階では施工の状況をその場で知ることが

でき，技術者の迅速な判断を可能とする．これら一連の

情報連携を一つのツールを通して行うことは，既往の研

究とは異なる新たな取り組みである． 
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図-3 IDの割付とDBの構成 

 

 

 

 

図-2 情報共有プラットフォームと IC タグでの連携 
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4. 現場での確認試験 

 

鉄筋コンクリートラーメン高架橋の建設工事現場の鉄

筋工の工程において，組み立て段階の鉄筋にICタグを取

り付け，開発したツールの機能確認試験を行った． 

 

（1） 個人IDの登録 

 本ツールでは，発注者と施工者がアプリケーションを

共用することにより，情報交換の効率化を図っている．

あらかじめユーザIDを登録したICカードを端末使用時に

認識させることによりユーザが特定され，発注者・施工

者のそれぞれのユーザ（監理技術者，助役など）に対応

したアプリケーションが起動する仕様になっている．こ

のユーザID登録時に定めた承認順序により，報告書の回

付が実行される．試験では，図-4の左の写真に示すよう

に，r/wにICカードをかざし，携帯式端末でツールを起

動させ，ユーザが認証されていること，ユーザに対応し

たアプリケーションが起動していることを確認した．  

 

（2） ICタグの認識，検査記録簿・図面の参照 

図-5に示すように，鉄筋にICタグを取り付け，r/w に

よる読み取り確認を行った．r/wには通信距離の短い

NFCを採用したため，鉄筋や隣接のタグに影響されるこ

となく，正常にタグを認識し， ICタグに紐づいたIDの

構造物情報（検査記録簿，設計情報）をDBから瞬時に

読み出すことに成功した．また，複数の異なるICタグの

読み込みを行い，それぞれに紐づいた情報を呼び出しで

きることを確認した．これにより，現場での構造物情報

の照合を一意に，瞬時に行えることを示した． 

 

（3） 検査記録の登録，報告書の提出 

前節で読み出しを確認した検査記録簿について，検査

記録の入力とDBへの結果の登録が正常に行われるか，

ツールの動作確認を行った．試験的に規格値を超える数

値を入力した場合，図-6に示すようにセルが着色表示さ

れ，従来の赤ペンによる数値チェック作業を省略できる

ことを確認した．また，検査値の入力後，登録を実行す

ると検査記録はIDごとにそれぞれDBに登録された． 

本ツールは，検査記録の整理と報告書承認を迅速化す

るため，IDごとに集約された検査記録をそのまま報告書

として利用し，監督員に提出する仕組みとし，報告書の

作成作業と書類の提出作業を削減している．そのため，

ツールとメーラーを連動させ，メール上に貼られたリン

クから検査記録の入ったDBを参照できるようにし，ま

た，ユーザID登録の際に設定した承認順序に応じて，ワ

ークフローでの承認（または否認）行為が進むシステム

とした．今回の試験では，現場で登録した出来形の確認

検査データがワークフローに応じて最終承認者まで処理

され，図-6の承認欄に電子押印されることを確認した． 

 

（4） フローと作業時間の比較 

現状の出来形管理フローと本ツール導入後のフローを

比較し，図-7に整理した．フローのうち二重線で囲んだ

作業は，現状の作業と作業方法が変更となるもので，こ

  

 

図-5  構造物管理用 ICタグと認証時の画面 

 

 

  

 

図-4 個人管理用 ICカード認証状況 
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図-6  検査記録簿の構成と規格値判定状況 
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のうち，斜線を付けた「ID付与」と「DB構築」，「IC

タグの設置」の作業は，従来の作業方法にはなく新たに

発生するが，淡色で色付けをした作業は手数が減少する

と考えられる．また，破線で囲んだ作業は，作業そのも

のが省略となる． 

現場試験において，現状の作業時間と本ツール導入時

の作業時間を2箇所で計測した．比較したものを図-8に

表す．各回の左側が現状の作業時間，右側が本ツール利

用時の時間を表す．2回の試験とも承認の時間が現状に

比べ大幅な時間短縮となっている．この要因は，現場と

発注者執務箇所への書類の運搬による足ロスが削減され

たこと，ツールにより報告書類の記載内容の確認が容易

になったこと，ワークフローシステムにより，承認行為

がスムーズにできるようになったことが挙げられる．検

査記録簿作成と検測時間については，第1回試験では現

状に対して時間が増加しているが，これはシステム端末

の操作に不慣れなことが原因である．そのため，操作に

慣れた第2回試験では所要時間が短縮し，現状の作業と

同程度となっている． 

現時点では，室内事前作業の手数が増加となるが，将

来的な建設生産システムでは，DBを構築して情報を共

有することを計画しているため，手数の増加は過渡的な

ものとなると考える． 

 

5. 結論 

 

本研究では，情報の蓄積方法の改善と品質管理業務の

効率化を目的として，情報管理支援ツールを作成した．

建設工事現場での試験の結果，検査時の規格値のチェッ

クが瞬時に行えること，IDごとに検査記録値をDBに登

録できること，またそれらを現地構造物に取り付けたIC

タグから参照できることを確認した．また，検査後の報

告書作成・承認作業において，検査記録の蓄積・読み出

し，承認が行えることを確認した．これにより，出来形

確認検査から報告書提出までの処理が迅速になる． 

本ツールは，建設ライフサイクルの上流の情報を現地

構造物を通じて瞬時に得ることができる．そのため，現

場の技術者の判断が迅速化し，円滑な施工やメンテナン

ス作業の着手に繋がることが期待される． 
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図-8  ツール導入前後での作業時間の比較 
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図-7 出来形管理のフローの変化 
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